生活衛生豆知識№24
クリプトスポリジウム症とは何

原虫のクリプトスポリジウムによる感染症で、飲用水、飲食物でも感染しますが、一昨年は遊泳プールで集団感染が発生しました。そこで、概要、発生事例を簡単にまとめました。

病因物質　　胞子虫類のコクシジウム目に属し、Cryptosporidium に属する消化管寄生性原虫

　　　　　　多くの場合はC. parvum。環境中ではオーシスト（子虫数匹を含んだ胞子、極めて小さく直径４～６μｍ）の形で存在し、哺乳動物に経口的に摂取されると、消化管でスポロゾイド（子虫）が遊離し、腸管内に寄生し増殖する。
感　　染　①牛、豚、馬などの家畜、犬、猫、ねずみなど哺乳動物が保虫宿主であり、その便が感染源となり、飲用水、飲食物や手指を介した経口摂取により感染する。

②感染した発症者及び非発症者の、いずれの糞便から数週間オーシストの排出が続き、感染源になる。

潜伏期間　　４～１０日（平均５日）
症　　状　①腹痛を伴う一過性の水溶性下痢で、嘔吐や発熱を伴うこともある。

②発症者の免疫機構が正常に働くと、原虫が増殖できなくなるため自然治癒（健常者では１～３週間）する。免疫不全患者では重篤になる。
感染期間　①自然界に放出されたオーシストは湿環境下では２～６か月は感染性を保持する。

②水中であれば、冷蔵(４～６℃)で１年間も生存したとの報告がある。常温・乾燥状態では１～４日で感染力を失う。熱（６０℃以上）には弱い。

③塩素消毒には強い抵抗性を示す。

対　　策　①飲食店では調理従事者の手洗いの徹底。生鮮野菜の洗浄の徹底。

②河川水取水の浄水施設で、急速ろ過の場合は凝集剤を使う。

③便が付着した場合は煮沸消毒をする。床などは熱湯を散布する。

④遊泳プールでは乳幼児の糞便による汚染を防ぐために、清潔で利用者に十分な数の便所及びプールと区画したおしめ交換場所を設ける。そして、遊泳中にたびたびトイレ休憩を入れる。
国内での事例

　水道施設　　平成８年６月　埼玉県入間郡（県中央部）の町営水道施設

　　概　　要　町民8,705人（町民健康調査結果、たまたま町へ訪れた人は含まれない）が発症
町民人口 13,809人、回収数 12,204人、発症率 71.3％（発症者／回収数）
　　発生原因　河川の伏流水を取水していたが、取水地点上流に農業集落排水処理施設があり、降雨が少ないためかなりの渇水でクリプトスポリジウムが濃縮されたものと考えられた。

凝集沈殿、急速砂ろ過はしていたが、凝集剤の注入を常時行っていなく、目視で確認した原水の状態及び自動測定によるろ過水の濁度によって凝集剤の注入を判断していた。

　宿泊施設　　平成１６年８月　長野県の運動施設を持つ宿泊施設
　　概　　要　合宿していた４グループで集団発生。遊泳プールを使用したＡグループと、プールに隣接した体育館を使用していた３グループで、２８８人が発症した。

　　発生原因　合宿前にＡグループ（スイミングスクール）には感染者がいて、Ａグループはプールで感染。Ａグループの一人が体育館前の便所で失禁し、便所手洗いを使用して清掃していた。体育館を使用していた３グループは、その手洗いを使用していてスポーツドリンクを作っていて、この飲み物で感染。また、Ａグループでは千葉県へ帰った後、合宿不参加者４８名が発症した。二次感染と考えられ、一次感染者は症状消失後にプールを使用していた。

米国での事例　９３年３月　米国ミルウォーキーの上水道

概　　要　１６０万人が暴露を受け、４０万３千人が発症し、４００人余りが死亡した。
発生要因　ミシガン湖から取水する浄水場の原水に影響する２つの河川の上流に屠殺場、下水処理場、牛の放牧場があり、３月末には大雨と雪解け水で河川流量が増大し、クリプトスポリジウムが大量に流れ込んだものと考えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006.11. 1  Ｋ.Oikawa
















